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豪雪開拓地における飼肥料作物の栽培について
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1 1ま  し め に

福島県大沼郡昭和村は,会津若松市の西南約60腕に位置

し,標高は500■ を越え,根雪日数が110日 におよぶ山間の
寒村であり,県内にあって,かなりの冷涼地である。また,
人口は2,810人 (55年 7月 1日現在 )を有し,主な農産物は
水稲,タ バコ,ニ ラ,その他野菜である。
本試験実施場所である昭和村矢の原地区は,県営パイロ

ット事業により開畑化された,5 haの農用地がある。しかし,

地域は過疎化がすすみ,大部分が有効利用されないまま今
日に至っている。商品価値の高い作物を導入し,経営の安
定化を図ることが急務であるが,水利の悪さおよび土地が
やせているなどの不良条件により適作物の選定が難しいの

が現状である。

本試験は,上記の背景をふまえ,有機質資源として効率
の高い前作物を選定することを目的とし,秋播試験では,
播種期と鋤込用の粗大有機物および子実の生産,ま た春播

試験では,青刈生産について検討した。

表 2 秋播作物の調査期における生育程度

2試 験 方 法

期 間 : 昭和51年度～53年度 3か年
供試作物および品種 : 表 1に示した。

表 1 区の構成と耕種法
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3 播 種 : 秋播と春播とし,各々早播と晩播を設け,
広幅定層播した。

4 施肥量 : 表 1に示した。
5 子実重 (成熟期 )および青刈乾物重の調査期 : 表 2
および 3に不した。

3試 験 結 果
1 冬期間の気象について(図 1)
根雪日数,低温性作物の生育限界温度である5C以下の

表 3 春播作物の調査期における生育程度
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図 : 積雪量と半旬平均気温の推移 (昭和村大芦地区気象から )
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日数および総積雪量は,それぞれ51年度が 148日 ,165日 ,
2,925昴 , 52年度は 125日 ,150日 ,3,155",53年度では
,4日 ,165日 ,784昴であった。以上のように,53年度は寡

雪年次であったが,生育限界温度日数は週去 2か年と同日
数であった。

2 秋播作物の子実重について(表 4)

表 4 秋播作物の子実重 青刈乾物重および越冬率
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べんけいむぎの播種早晩とトヮダナタネの年次に 5%の
有意差がみられた。また.各作物とも早播区で多収の傾向
がみられた。各作物品種をこみにした検定では,晩播区の
年次に 5%の有意差がみられた。 これは,各年次とも9月
の 5 6半旬頃に最低気温が,20C以下にさがる時期に晩
播区の播種がおこなわれたためであると考えられる。
3 秋播作物の青刈乾物重について (表 4)
いずれの作物品種も年次 播種早晩に有意差がなく,ま
た年次・作物をこみにした検定でも有意差が認められなか
った。しかし傾向として,早播区では38%(はやみどり)
から86%(ア サヒナタネ)の増収がみられた。
4 秋播作物の越冬率について(表 4)
ミユキオオムギの年次と播種早晩に 5%の有意差がみら
れた。従来,耐雪性については, ミユキオオムギがべんけ
いむぎに比して若千高いといわれているが,本試験では同
程度の耐雪性ではないかと観察された。

ミユキオオムギ以外の作物品種では,有意差がなく,ま
た各作物品種をこみにした年次・作物間にも有意差はみら
れなかった。

根雪日数の長短と積雪量の多少が,必ずしも越冬率に影
響するものではなく,植物体が越冬前に越冬に絶え得る物
質生産量の確保と融雪後の気温とが越冬率に関与している

ものと考えられる。
5 春播作物の青刈乾物重について (表 4)
各作物品種ことの年次と播種早晩は,いずれも有意差が
みられなかった。また早播区と晩播区について,各作物品
種をこみにした年次と作物間の検定では,作物間には有意
差がみられなかったが,年次には早播区で 5%.晩播区で
01%の有意差がみられた。
青刈乾物重については,秋播試験で有意差がなく,春播
試験の場合は有意差がみられた。このことは,春播よりも
秋播の生育が安定していることを示すものとして興味深い。
なお,同 じ春播の場合は,機種期を早くした方がよいと思
われる。

表5 春播作物の青刈乾物重

4ま  と  め
本試験地のような豪雪開拓地においても,秋播作物が春
播作物よりも安定した青刈収量 子実収量がえられた。こ
のことは,輪作体系上積極的に秋播作物を導入することが
p■能であることを意味するものと考えられる。

後作作物を選定するうえでの適正な播種期や移植時期を

確保すること,ま た同一科植物の重複作付を防ぐ意味にお
いても,あ らかじめ導入作物を決定しておき,合理的な輪
作体系を組み立てておく必要があると思われる。
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